
平成２６年度  
京都府環境にやさしい農業推進コンクール 

■紙マルチを用いた水稲無農薬栽培 
  
■地域の酢醸造会社と密に連携した、無農薬米の地域ぐるみの生産及び 
 新規就農者の受入等の地域貢献  

全国農業協同組合連合会 
京都府本部運営委員会長賞 

ＪＡ京都宮津無農薬米部会 

ＪＡ京都  http://www.jakyoto.com/ 

京都府宮津市の山間地で水稲無農薬栽培 

     無農薬米を原料にした酢 
 

ＪＡＳ 規格で「米酢」と表示できる 

最低限の使用量（1リットルにつき 

40グラム）の5倍に当たる200 グラム 

を使い、1年1か月という年月をかけて 

熟成。 

田植え時に紙マルチを敷設 


